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傍聴者の声 9月の定例会は、のべ45人の傍聴がありました。
いただいた意見の一部をご紹介します。

時間が限られてい
て聞けなかったの
が残念でした。
（70代～  女性）

  （傍聴に）一度は来た
ほうが良いと思う。（南
小の交差点は）車で
通っても見通
しが悪い所
です。また、
町内の事業
など良くわか
りました。
  

議員の質問で、児
童のこと、町の財政
のことなどを聞き、
町のことを思ってお
られると思いまし
た。  （70代～ 女性）

多数の傍聴のために、
別室を設けてある。コ
ロナ感染防止のために
も良いと思う。また、
細かい質問を興味深く

聞いた。行政側の不都合な部分
への指摘に、うなずける面も多々
あった。今後も町民のために、良
い行政を行ってもらうように議員
の方には、不明な点は指摘してほ
しい。 　　　　  （70代～  女性）（70代～  女性）

コロナ感染予防のため、
議場内は 8席に限定し、
入室いただきました。

南小学校付近
（林商店）から農協スタンド（農協
南支店）まで、直線で結ぶように
してほしい。　　　 （60代　男性）

㈱ニシケン工業が協
定を守っていないが
町長の発言は、県
に話してお願いする
ことしかやらないの
か。また、信号機の
設置について、町役
場の課長の引継ぎ
ができていなかった
のか。

不祥事後の役場で行
う具体策のスケジュー
ルを示して町民に説
明していただきたい。

（60代男性）

  町議会議員選
挙の投票率向上
対策について、
移動投票所は利
便性があり、是
非実施していた
だきたい。（期日前投票でも実施してほし
い。）何事も熱心な動きある行政をして
いただきたい。「子は宝」なら、しっか
り地域が守ってあげたい。  （50代  男性）（60代  男性）

有線テレビもなくて、議
会の様子もわからなかっ
たけど、初めて傍聴し良
かったです。議員さんの
質問に対しての応答に、
職員さん達は勉強されて
いると感じました。町民
のために、町が良くなる
よう頑張ってもらいたい。

（70代～  女性）



3 議会だより　令和2年11月　第152号 2議会だより　令和2年11月　第152号

皆さんの負託に応えます皆さんの負託に応えます
波佐見町議会　新体制スタート！波佐見町議会　新体制スタート！
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辰
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59歳　③　折敷瀬郷

今
井
　
泰
照

氏
　
　
名

58歳　⑤　湯無田郷

11
月
２
日
に

　
　
　
初
議
会

　
波
佐
見
町
議
会
新
体

制
で
、
初
の
議
会
臨
時

会
が
11
月
２
日
に
開
か

れ
ま
し
た
。
正
副
議
長

選
挙
の
ほ
か
、
各
常
任

委
員
会
、
特
別
委
員
会

の
構
成
が
決
ま
り
ま
し

た
。
各
委
員
会
の
任
期

は
２
年
間
と
な
り
ま
す

百
武
　
辰
美 

議
員

議会運営委員会

委 員 長

副委員長

委　　員

城後　　光
今井　泰照
福田　勝也
三石　　孝
脇坂　正孝
尾上　和孝

 6人で構成され、地方自治法
や議会の運営基準に基づき
円滑な議会運営を行うため
協議し、意見の調整を図り
ます。

総務文教委員会

委 員 長

副委員長

委　　員

脇坂　正孝
福田　勝也
澤田　昭則
岡村真由美
田添　有喜
今井　泰照
百武　辰美

総務課、企画財政課、税務課、
住民福祉課（戸籍係の分掌す
る事項）、会計課、庁舎建設推
進室、選挙管理委員会、監査
委員、教育委員会の所管に関
する事項及び他の委員会に属
しない事項を調査します。

新庁舎建設等調査特別委員会

委 員 長

副委員長

委　　員

藤川　法男
今井　泰照
澤田　昭則
岡村真由美
岡村　達馬
北村　清美
脇坂　正孝

新庁舎建設に関る事項を調
査します。

産業厚生委員会

委 員 長

副委員長

委　　員

三石　　孝
城後　　光
岡村　達馬
横山　聖代
北村　清美
藤川　法男
尾上　和孝

住民福祉課（戸籍係の分掌
する事項を除く）、子ども・
健康保険課、長寿支援課、農
林課、商工観光課、建設課、
水道課、農業委員会の所管に
関する事項を調査します。

議会広報調査特別委員会

委 員 長

副委員長

委　　員

北村　清美
福田　勝也
澤田　昭則
岡村真由美
田添　有喜
岡村　達馬

議会だよりの編集、発行等を
行います。

長崎県後期高齢者医療広域連合議会議員

東彼地区保健福祉組合議会議員

議 会 選 出 の 監 査 委 員

。

尾
上
　
和
孝 

議
員

議
　
長

副
議
長

尾
上
　
和
孝
55歳　④　永尾郷

藤
川
　
法
男
64歳　④　折敷瀬郷

年齢　当選回数　地区名

任期は、
令和2年11月1日から
令和6年10月31日まで
となります。

※当選回数（就任年数）、年齢
　順に掲載。

百武　辰美
百武　辰美
三石　　孝
横山　聖代

尾上　和孝
横山　聖代
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5 議会だより　令和2年11月　第152号 4議会だより　令和2年11月　第152号

桜づつみ河川公園
路面改修
案内看板の設置

設置場所 :
　田ノ頭郷、川内
　郷、岳辺田郷

消防第4分団詰所と南地区水防倉庫の建替え

　今回の決算特別委員会は、議長及び議選監査委員を除く11名の委員で構成し、9月定例会
会期中4日間に渡り、審議を行いました。事業の成果や反省点、決算を踏まえて今後どのよう
に活かしていくのかなど、多くの質疑が出されました。審議の結果、令和元年度一般会計歳入
歳出決算他 6件については、全会一致で認定されました。

前
年
度
を

9
億
１
２
０
０
万
円
上
回
る
収
入

令和元年度決算  一般会計の収支

収入支出

自

財財
主

町税
13億532万円

地方債
5億9710万円

県支出金
6億1882万円

国庫支出金
9億5786万円

地方交付税
19億7896万円

寄附金
14億2930万円

繰入金
2億9992万円

諸収入
1億3991万円

その他
2億5428万円

その他
  交付金等
3億6344万円

依
存

43.2％56.8％

町民税、固定資産税、
軽自動車税など皆さ
んが町に納めている
お金です

行政サービスに関るシ
ステム費用や自治会な
ど地域コミュニティの
ほか財産管理等に要す
るお金です

ふるさと納税が
大幅アップ

自治体の規模や人口に
応じて国から交付され
るものです

保育や医療など
使い道が決まっ
たお金です

医療、介護や子育てなど
福祉に使われるお金です

総務費
21億2284万円

民生費
22億5825万円消防費

　2億5428万円
商工費
　2億3231万円
農林水産費
　2億6154万円
衛生費
　2億9084万円

議会費、災害復旧費、
労働費
　1億1037万円 公債費

5億9734万円

教育費
10億8768万円

土木費
6億7万円

寄附の推移（3か年推移） 主な充当事業

　応援寄附金が年々増加しています。
　令和元年度は49,815件、約14億円の寄附が
ありました。

億円

5

0

10

15

平成29年度 平成30年度 令和元年度

8.9億円

5.1億円

14.1億円

支出（使い道）78億1552万円 （12.5%増） 収入（財源）79億4490万円 （13%増）

大幅
アップ

源源

一 般
会 計

5年間の一般会計決算の推移町債（借金）と基金（貯金）の状況

60億
9360万円

平成
27年度 28年度 29年度 30年度

令和
元年度

61億
4776万円

65億
6619万円

70億
3286万円

79億
4490万円

（令和2年３月末）

町民1人
あたり

貯金

町債

59億4415万円
40万6966円 町民1人

あたり

40億1425万円
27万4835円

（借金）
基金
（貯金）

令和2年3月末人口 : 14,606人

収入

ふるさと応援寄附金ふるさと応援寄附金
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脇坂  正孝  議員
　前回の不祥事も今回の不祥事も、財務関係に関
する法令順守ができていなかったことが要因と思
われる。再発防止のため、業者選定や契約に関し
て、改めて財務法令の研修や順守の徹底を
求める。

横山  聖代  議員
　今回の事件は職員の人員不足に起因する
ものである。職員の倫理観に訴えるだけでは解決
しない。組織体制や制度として官製談合を防ぐ対
策をしっかり見直すことを強く求める。

太田  一彦  議員
　研修が浸透していない。職員個々と不正行為を具
体的に確認するような措置を望む。一日も早く町民

の信頼を回復するよう、職員はコンプラ
イアンスをしっかり身に付け、自信を
もって職務にあたっていただきたい。

城後　  光  議員
　以前の事件発生後、体制が見直されていなかったこ
とが問題。町内部の組織だけでは防ぐことは難しい。
決議で決めた内容について、他市町等の協力を得て第
三者委員会を作り、具体的で客観性のある案を出して、
二度とこのようなことがない仕組みづくりを望む。

賛成討
論

町長に 対する問責決議を全会一致で可決町長に 対する問責決議を全会一致で可決官製談合の再発防止を官製談合の再発防止を

賛 否 表 ◯賛成　●反対　※議長は採決に加わりません。

　官製談合は、公平・公正な競争を阻害するばかりでなく、町民に多大な不利益を与える行
為であり、全体の奉仕者として厳正に職務を遂行すべき公務員が町民の信頼を失墜させたこ
とは極めて遺憾であり、断じて許されない。
　よって、本町議会は、三度このような不祥事を繰り返さないよう、町長並びに教育委員会
は今回の事件を深刻に受け止め、官製談合の原因を徹底究明し、再発防止に努めるとともに、
公務員倫理の確立に向けた職員の抜本的な意識改革や服務規律の徹底を図るなど、綱紀粛正
に一丸となって取り組み、一刻も早く町民の信頼を回復するよう、特に下記の事項について
強く改善を求める。

記
　　１．職員定数の見直しと組織体制の充実　　　２．コンプライアンス研修の充実と徹底
　　３．財務法令等の順守と徹底　　　　　　　　４．職員倫理条例の早期制定

　以上決議する。

　　令和２年９月２４日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　波　佐　見　町　議　会

官製談合の再発防止と職員の綱紀粛正を求める決議

　令和２年９月１６日、本町発注の教育施設空調機設置工事で入札に関する情報を事前に漏
らしたとして、本町教育委員会職員が官製談合防止法違反と公契約関係競売入札妨害の容疑
で逮捕された。
　今回の事件は、平成２９年１２月に同罪で本町職員が逮捕されてから短期間のうちに二度
目の不祥事となった。これら一連の事件により、本町行政に対する町民の信頼は完全に失墜
した。
　一瀬町長は、当該職員を任命し、指導、監督する立場であり、町長の責任は極めて大きい。
　よって、本町議会は、一瀬町長が原因の徹底究明を行い、組織を挙げて再発防止に努める
ことを求めるとともに、町政の最高責任者としての責任を問うものである。

　以上決議する。

　　令和２年９月２４日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　波　佐　見　町　議　会

一瀬政太町長に対する問責決議

賛成討
論 三石　  孝  議員

　　一瀬町長のもとに短期間で一度ならず二度までも官
製談合事件が繰り返されたことは大変残念。前回の事件
発生後に取った対策の効果はなく、町長自身の指導、監
督能力のなさを感じざるを得ない。事件の重大性に鑑み、
波佐見町のリーダーとして、しっかりとした責任を取っ
ていただきたい。

　国や地方自治体の議会で、首
長など、責任ある立場の人の責
任を問う決議。過半数で可決さ
れます。

・ 令和2年度一般会計 （第4号）

・ 令和2年度一般会計 （第5号）、 令和2年度特別会計 （国民健康保険、 後期高齢者医療、
　介護保険、 公共下水道）、 令和2年度企業会計 （上水道）
・ 町長等の損害賠償責任の一部を免責する条例
・ 児童生徒用情報端末
・ 令和元年度一般会計
・ 令和元年度特別会計 （国民健康保険、 後期高齢者医療、 介護保険、 公共下水道）
・ 令和元年度企業会計 （上水道・工業用水道）
・ 監査委員の選任 （1名）、 教育委員会委員の任命 （2名）、 教育長の任命
・ 人権擁護委員候補者の推薦 （2名）
・ 官製談合の再発防止と職員の綱紀粛正を求める決議、 一瀬政太町長に対する問責決議

補正予算

補正予算

条　　例
財産取得

決　　算

人　　事

決　　議

臨時会
７　月

９　月
定例会

石峰　実 会議の結果

可決

可決

可決
可決

可決
異議はない
同意

可決及び認定

認定

堀池主男太田一彦川田保則尾上和孝中尾尊行百武辰美脇坂正孝北村清美三石　孝横山聖代城後　光福田勝也
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て
い
る
。

教
職
員
・
保
護
者
の
Ｉ

Ｔ
知
識
不
足
に
対
し
、

支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

教
職
員
の
指
導
、
家
庭

の
相
談
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援

員
を
活
用
で
き
る
よ
う
検
討
す

る
。

　
ま
た
、
県
立
大
学
か
ら
ア
ド

バ
イ
ス
を
も
ら
い
、
よ
り
実
践

的
な
講
習
会
を
目
指
し
た
い
。

不
登
校
児
に
対
し
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
と
会
話
で
き

る
環
境
が
あ
れ
ば
、
会
話
に
対

す
る
ハ
ー
ド
ル
が
低
く
な
り
、

支
援
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
が

ど
う
か
。希

望
す
る
児
童
・
生
徒

が
い
る
場
合
は
環
境
整

備
を
検
討
し
た
い
。

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

議員

町長

町長

なるべく早く対策する学校と協議したい

南小の子ども達の安全は家庭学習にも
タブレット活用を

城後　光 議員横山　聖代 議員

教育長議員教育長

議員

議員議員

教育長

教育長

教育長

耐震基準を満たせない現庁舎

車の往来が多い鋭角交差点

※9月定例会会議録は、11月下旬ごろ町ホームページへ掲載します。
　http://www.town.hasami.lg.jp

一般質問 とは…
　町の行財政全般にわたって執行機関に疑問点を
ただし、自己の意見や政策を述べるものです。
　質問権は、町の重要な意思を決定し、住民に代
わって行財政の運営を監視する機能をもつ議会の
構成員である議員に与えられている固有の権利で
す。

議員

議員

議員

町長教育長

一 般 質 問

新庁舎建設に
　　質問相次ぐ 9月

定例会

加
費
用
が
生
じ
て
い
る
。
新
庁

舎
建
設
に
際
し
て
基
礎
は
問
題

な
い
か
。新

庁
舎
に
つ
い
て
は
、

５
カ
所
の
地
質
調
査
を

行
い
良
好
な
支
持
層
が
確
認
で

き
た
。
基
礎
地
盤
に
つ
い
て
は

問
題
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

町長つぶ
　やき
つぶ
　やき　警察と本町との

やり取りに認識の
ずれが生じている。
今後の問題を避けるために
も、やり取りの文書化徹
底を願う。

つぶ
　やき
つぶ
　やき　子ども達が電子

機器を持つことで、
様々な弊害がある
からこそ、正しい知識を持ち、
より良く生きていく力を身
に付けてほしい。

Wi-Fi
モバイル
ルーター

光インター
ネットの
ルーター

◀

◀

ギ
　
ガ
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南
小
学
校
付
近
の
鶴
川
理
容

店
前
の
三
差
路
は
、
通
学
時
間

帯
に
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
往
来
が

激
し
く
、
子
ど
も
達
が
大
変
危

険
な
状
態
に
あ
る
。

今
後
ど
の
よ
う
な
安
全

対
策
を
進
め
て
い
く
考

え
か
。
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察
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協
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で
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歩
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機
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。
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在
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に
際
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て
、
警

察
か
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交
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改
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が
前
提
と

回
答
さ
れ
た
。
早
期
の
対
策
実

施
に
向
け
て
警
察
と
協
議
を
行

い
た
い
。

　
新
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建
設
の
基
本
設
計
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
予
定
よ
り

２
か
月
延
び
て
い
る
。

建
設
費
用
を
抑
え
る
た

め
に
も
、
庁
舎
建
設
推

進
室
に
建
築
士
な
ど
の
専
門
的

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
得
ら
れ
る
仕

組
み
を
導
入
す
べ
き
で
は
。

推
進
室
長
は
民
間
土
木

業
者
で
働
い
た
経
験
が

あ
る
。
外
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専
門
家
を
招
か
ず

と
も
、
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ッ
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で
対
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と
考
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い
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。
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に
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基
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工
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追

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
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ク
ー
ル
構
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家
庭
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お
け
る
イ
ン

タ
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ネ
ッ
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環
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調
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ア
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を
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さ
れ
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が
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ど
う
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っ
た
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。
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約
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約
22
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。

そ
の
結
果
を
受
け
今
後

の
方
針
は
。
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ッ
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な
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。
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光
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す
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モ

バ
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ー
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購
入
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。
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世
界
最
大
の
登
り
窯
大
新
窯

跡
地
に
あ
る
旧
中
尾
保
育
所
が

放
置
さ
れ
荒
廃
し
て
い
る
。

鬼
木
、
中
尾
郷
は
、
令

和
４
年
度
に
国
の
重
要

文
化
的
景
観
地
区
へ
の
選
定
を

目
指
し
て
い
る
が
、
こ
の
ま
ま

で
い
い
の
か
。

住
宅
地
か
ら
入
り
込
ん

で
い
る
高
台
に
位
置
し

て
お
り
、
周
囲
の
景
観
に
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
も
な
い
た
め
、

支
障
は
な
い
と
考
え
る
。

地
元
自
治
会
な
ど
と
、

当
該
建
物
の
改
修
や
活

用
を
協
議
し
た
こ
と
は
あ
る

か
。

協
議
を
行
っ
た
経
過
は

な
い
。

活
用
を
将
来
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

改
修
に
は
莫
大
な
費
用

が
か
か
り
、
急
勾
配
で

狭
い
道
路
の
問
題
が
残
り
、
解

体
し
か
な
い
。

　
重
要
文
化
的
景
観
地
区
に
認

定
さ
れ
た
場
合
、
本
町
へ
の
見

方
が
変
わ
り
、
同
時
に
町
民
の

誇
り
も
よ
り
一
層
増
し
て
く
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。

人
口
減
少
が
著
し
い
両

地
区
は
将
来
、
人
口
が

半
減
し
て
も
豊
か
な
地
区
に
な

る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
。

こ
の
地
区
は
町
民
全
体

の
誇
り
で
あ
り
、
後
継

者
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い

く
。

他
市
町
か
ら
み
て
、
魅

力
あ
る
町
に
な
る
た
め

に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
。

人
を
呼
び
込
む
こ
と
に

重
点
を
置
く
。
産
業
振

興
、
雇
用
創
出
や
子
育
て
環
境

整
備
に
も
取
り
組
み
、
好
循
環

を
生
み
出
す
こ
と
を
目
指
す
。

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

　
非
常
勤
特
別
職
の
職
員
の
報

酬
に
つ
い
て
は
、
平
成
17
年
、

18
年
に
大
き
な
減
額
改
定
後
、

一
部
改
正
を
経
て
、
27
年
４
月

に
約
10
％
程
度
の
増
額
改
定
が

行
わ
れ
た
。
　

周
辺
自
治
体
と
比
べ
て

も
、
ま
だ
開
き
が
残
っ

て
い
る
。
再
度
検
討
が
必
要
な

時
期
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

非
常
勤
特
別
職
の
職
員

の
報
酬
は
、
川
棚
町
、

東
彼
杵
町
の
状
況
と
比
較
し
て

も
、
金
額
に
開
き
が
あ
る
。
財

政
事
情
を
見
極
め
、
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　
職
員
の
定
数
は
現
在
、
職
員

定
数
条
例
に
合
計
１
２
９
名
と

規
定
さ
れ
て
い
る
。

現
在
の
職
員
数
は
。
今

後
の
職
員
採
用
計
画
は
。

現
在
の
職
員
数
は
、
フ

ル
タ
イ
ム
勤
務
の
再
任

用
職
員
を
含
め
、
計
１
１
３
名

と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
現
在
の
業
務
量
、

職
員
の
年
齢
や
職
種
別
の
構
成

状
況
、
定
年
制
の
延
長
な
ど
を

勘
案
し
た
い
。
必
要
な
職
種
、

人
数
を
採
用
し
、
総
体
的
に
は

現
在
の
職
員
数
程
度
を
基
本
に

し
て
い
き
た
い
。

議員議員議員

解体する 十分に配慮したい現在の職員数程度を
基本に

旧中尾保育所の活用は 新庁舎の安全対策は職員の採用計画は

北村　清美 議員

　
新
庁
舎
に
つ
い
て
、
建
設
位

置
が
決
定
し
、
基
本
設
計
、
実

施
設
計
を
経
て
今
後
建
設
工
事

が
進
め
ら
れ
る
。

概
算
事
業
費
は
、
約

18
・
４
億
円（
税
込
）で

あ
る
。
備
品
購
入
費
及
び
用
地

買
収
費
は
計
上
さ
れ
て
い
な
い

が
、
他
に
も
あ
る
の
か
。

既
設
庁
舎
一
部
の
改
修

費
、
水
防
倉
庫
や
駐
車

場
な
ど
の
整
備
費
が
あ
る
。

町
道
鹿
山
飛
瀬
線
の
歩

行
者
の
安
全
は
ど
う
す

る
の
か
。
　

建
設
の
際
に
、
歩
道
を

整
備
し
、
歩
行
者
が
安

全
に
通
行
で
き
る
よ
う
に
努
め
る
。

　

建
設
地
（
現
駐
車
場
）

を
切
り
下
げ
た
時
の
土

の
処
分
は
、
ど
う
す
る
の
か
。

近
隣
の
町
有
地
や
民
間

の
土
地
へ
の
埋
め
立
て

を
考
え
て
い
る
。
　

工
事
開
始
か
ら
現
庁
舎

の
解
体
ま
で
の
安
全
対

策
は
。

安
全
第
一
を
基
本
に
、

騒
音
、
振
動
、
粉
じ
ん

な
ど
が
出
な
い
よ
う
に
、
周
辺

環
境
に
配
慮
す
る
。

　
上
下
水
道
工
事
後
の
道
路
舗

装
で
苦
情
の
声
が
あ
る
。

水
道
工
事
後
の
舗
装
は

ど
う
し
て
い
る
の
か
。

上
水
道
は
、
基
本
的
に

本
舗
装
。
下
水
道
は
、

仮
舗
装
し
、
翌
年
度
本
舗
装
と

し
て
い
る
。
苦
情
の
件
は
既
に

業
者
に
補
修
の
指
示
を
し
た
。

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

議員議員

議員議員

町長

堀池　主男 議員百武　辰美 議員

議員議員

町長

議員町長

旧中尾保育所

町長町長

町長

町長

町長

町長 町長

町長町長

鹿山飛瀬線

現在の職員数（課別）

総務課
企画財政課
税務課
住民福祉課
子ども・健康保険課
長寿支援課
農林課
商工観光課
建設課
水道課
庁舎建設推進室
会計課
議会事務局その他
教育委員会関係

9名
5名
8名
9名
15名
9名
8名
6名
7名
11名
3名
3名
5名
15名
113名

町長町長町長

つぶ
　やき
つぶ
　やき　建設地を２ｍほ

ど切り下げると、
８０００㎥（大型ダ
ンプで１２００台分）の土が
出る。登下校時や住民の
安全対策を望む。

つぶ
　やき
つぶ
　やき

　自信をもって答
える事が町長らしい言葉と
思うが…。

つぶ
　やき
つぶ
　やき　職員に過度な負

担がかかっている
状況も見受けられ
る。
適正人員の配置が急務と
思う。

議員議員

合　　計

適正人員の配置を

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
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世
界
最
大
の
登
り
窯
大
新
窯

跡
地
に
あ
る
旧
中
尾
保
育
所
が

放
置
さ
れ
荒
廃
し
て
い
る
。

鬼
木
、
中
尾
郷
は
、
令

和
４
年
度
に
国
の
重
要

文
化
的
景
観
地
区
へ
の
選
定
を

目
指
し
て
い
る
が
、
こ
の
ま
ま

で
い
い
の
か
。

住
宅
地
か
ら
入
り
込
ん

で
い
る
高
台
に
位
置
し

て
お
り
、
周
囲
の
景
観
に
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
も
な
い
た
め
、

支
障
は
な
い
と
考
え
る
。

地
元
自
治
会
な
ど
と
、

当
該
建
物
の
改
修
や
活

用
を
協
議
し
た
こ
と
は
あ
る

か
。

協
議
を
行
っ
た
経
過
は

な
い
。

活
用
を
将
来
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

改
修
に
は
莫
大
な
費
用

が
か
か
り
、
急
勾
配
で

狭
い
道
路
の
問
題
が
残
り
、
解

体
し
か
な
い
。

　
重
要
文
化
的
景
観
地
区
に
認

定
さ
れ
た
場
合
、
本
町
へ
の
見

方
が
変
わ
り
、
同
時
に
町
民
の

誇
り
も
よ
り
一
層
増
し
て
く
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。

人
口
減
少
が
著
し
い
両

地
区
は
将
来
、
人
口
が

半
減
し
て
も
豊
か
な
地
区
に
な

る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
。

こ
の
地
区
は
町
民
全
体

の
誇
り
で
あ
り
、
後
継

者
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い

く
。

他
市
町
か
ら
み
て
、
魅

力
あ
る
町
に
な
る
た
め

に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
。

人
を
呼
び
込
む
こ
と
に

重
点
を
置
く
。
産
業
振

興
、
雇
用
創
出
や
子
育
て
環
境

整
備
に
も
取
り
組
み
、
好
循
環

を
生
み
出
す
こ
と
を
目
指
す
。

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

　
非
常
勤
特
別
職
の
職
員
の
報

酬
に
つ
い
て
は
、
平
成
17
年
、

18
年
に
大
き
な
減
額
改
定
後
、

一
部
改
正
を
経
て
、
27
年
４
月

に
約
10
％
程
度
の
増
額
改
定
が

行
わ
れ
た
。
　

周
辺
自
治
体
と
比
べ
て

も
、
ま
だ
開
き
が
残
っ

て
い
る
。
再
度
検
討
が
必
要
な

時
期
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

非
常
勤
特
別
職
の
職
員

の
報
酬
は
、
川
棚
町
、

東
彼
杵
町
の
状
況
と
比
較
し
て

も
、
金
額
に
開
き
が
あ
る
。
財

政
事
情
を
見
極
め
、
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　
職
員
の
定
数
は
現
在
、
職
員

定
数
条
例
に
合
計
１
２
９
名
と

規
定
さ
れ
て
い
る
。

現
在
の
職
員
数
は
。
今

後
の
職
員
採
用
計
画
は
。

現
在
の
職
員
数
は
、
フ

ル
タ
イ
ム
勤
務
の
再
任

用
職
員
を
含
め
、
計
１
１
３
名

と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
現
在
の
業
務
量
、

職
員
の
年
齢
や
職
種
別
の
構
成

状
況
、
定
年
制
の
延
長
な
ど
を

勘
案
し
た
い
。
必
要
な
職
種
、

人
数
を
採
用
し
、
総
体
的
に
は

現
在
の
職
員
数
程
度
を
基
本
に

し
て
い
き
た
い
。

議員議員議員

解体する 十分に配慮したい現在の職員数程度を
基本に

旧中尾保育所の活用は 新庁舎の安全対策は職員の採用計画は

北村　清美 議員

　
新
庁
舎
に
つ
い
て
、
建
設
位

置
が
決
定
し
、
基
本
設
計
、
実

施
設
計
を
経
て
今
後
建
設
工
事

が
進
め
ら
れ
る
。

概
算
事
業
費
は
、
約

18
・
４
億
円（
税
込
）で

あ
る
。
備
品
購
入
費
及
び
用
地

買
収
費
は
計
上
さ
れ
て
い
な
い

が
、
他
に
も
あ
る
の
か
。

既
設
庁
舎
一
部
の
改
修

費
、
水
防
倉
庫
や
駐
車

場
な
ど
の
整
備
費
が
あ
る
。

町
道
鹿
山
飛
瀬
線
の
歩

行
者
の
安
全
は
ど
う
す

る
の
か
。
　

建
設
の
際
に
、
歩
道
を

整
備
し
、
歩
行
者
が
安

全
に
通
行
で
き
る
よ
う
に
努
め
る
。

　

建
設
地
（
現
駐
車
場
）

を
切
り
下
げ
た
時
の
土

の
処
分
は
、
ど
う
す
る
の
か
。

近
隣
の
町
有
地
や
民
間

の
土
地
へ
の
埋
め
立
て

を
考
え
て
い
る
。
　

工
事
開
始
か
ら
現
庁
舎

の
解
体
ま
で
の
安
全
対

策
は
。

安
全
第
一
を
基
本
に
、

騒
音
、
振
動
、
粉
じ
ん

な
ど
が
出
な
い
よ
う
に
、
周
辺

環
境
に
配
慮
す
る
。

　
上
下
水
道
工
事
後
の
道
路
舗

装
で
苦
情
の
声
が
あ
る
。

水
道
工
事
後
の
舗
装
は

ど
う
し
て
い
る
の
か
。

上
水
道
は
、
基
本
的
に

本
舗
装
。
下
水
道
は
、

仮
舗
装
し
、
翌
年
度
本
舗
装
と

し
て
い
る
。
苦
情
の
件
は
既
に

業
者
に
補
修
の
指
示
を
し
た
。

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

議員議員

議員議員

町長

堀池　主男 議員百武　辰美 議員

議員議員

町長

議員町長

旧中尾保育所

町長町長

町長

町長

町長

町長 町長

町長町長

鹿山飛瀬線

現在の職員数（課別）

総務課
企画財政課
税務課
住民福祉課
子ども・健康保険課
長寿支援課
農林課
商工観光課
建設課
水道課
庁舎建設推進室
会計課
議会事務局その他
教育委員会関係

9名
5名
8名
9名
15名
9名
8名
6名
7名
11名
3名
3名
5名
15名
113名

町長町長町長

つぶ
　やき
つぶ
　やき　建設地を２ｍほ

ど切り下げると、
８０００㎥（大型ダ
ンプで１２００台分）の土が
出る。登下校時や住民の
安全対策を望む。

つぶ
　やき
つぶ
　やき

　自信をもって答
える事が町長らしい言葉と
思うが…。

つぶ
　やき
つぶ
　やき　職員に過度な負

担がかかっている
状況も見受けられ
る。
適正人員の配置が急務と
思う。

議員議員

合　　計

適正人員の配置を

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
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農
業
の
担
い
手
不
足
の
解
消

や
作
業
の
効
率
化
及
び
安
全
性

向
上
の
た
め
、
ス
マ
ー
ト
農
業

の
普
及
推
進
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。

本
町
の
ス
マ
ー
ト
農
業

の
普
及
状
況
は
。

農
作
業
の
省
力
化
を
目

的
と
す
る
高
性
能
の
農

業
機
械
や
、
農
作
物
の
高
品
質

化
を
目
指
し
た
生
産
管
理
シ
ス

テ
ム
導
入
で
、
補
助
金
を
利
用

し
た
事
例
は
な
い
。
し
か
し
、

個
人
で
は
、
数
名
の
方
が
農
業

用
ド
ロ
ー
ン
を
導
入
し
、
農
薬

散
布
な
ど
を
実
施
さ
れ
て
い
る
。

普
及
推
進
に
つ
い
て
、

本
町
関
係
者
の
意
識
は

ど
う
か
。令

和
元
年
度
に
町
内
の

関
係
者
に
よ
り
「
波
佐

見
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
協
議

会
」
を
組
織
し
、農
業
用
ド
ロ
ー

ン
に
よ
る
水
稲
の
防
除
効
果
の

実
証
な
ど
が
実
施
さ
れ
た
。

　
こ
の
協
議
会
は
、
ス
マ
ー
ト

農
業
技
術
を
導
入
し
て
い
る
事

例
調
査
を
行
う
な
ど
、
継
続
し

て
活
動
さ
れ
て
お
り
、
関
係
者

の
意
識
は
高
い
も
の
と
思
う
。

町
の
対
策
は
。

町
内
農
業
の
維
持
・
継

続
を
図
る
た
め
、
最
先

端
技
術
を
組
み
込
ん
だ
新
た
な

営
農
形
態
の
確
立
と
、
省
力
化
、

効
率
化
を
図
る
農
業
機
械
の
導

入
及
び
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
農
産
物
の
高
品
質
化
に
よ

る
所
得
の
向
上
な
ど
は
、
今
後

の
重
要
な
課
題
と
認
識
し
、
調

査
・
研
究
を
進
め
る
。

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

　
鶴
川
理
容
店
前
の
交
差
点
の

信
号
機
設
置
に
つ
い
て
、
昨
年

の
川
棚
警
察
と
の
協
議
で
は
、

本
年
の
設
置
が
計
画
さ
れ
て
い

た
が
、
９
月
に
入
っ
て
も
、
一

向
に
そ
の
動
き
が
み
ら
れ
な
い
。

　

歩
車
分
離
型
信
号
機
の

設
置
は
い
つ
か
。

「
信
号
機
の
設
置
に
は
、

交
差
点
改
良
が
前
提
で

あ
り
、
す
ぐ
に
は
設
置
が
出
来

な
い
」と
県
警
か
ら
回
答
が
あ
っ

た
。

い
つ
の
こ
と
か
。

本
年
６
月
で
あ
る
。
８

月
に
町
政
報
告
会
で
、

町
民
か
ら
質
問
が
あ
る
と
判
断

し
連
絡
を
し
た
。

そ
れ
ま
で
は
何
も
行
動

は
し
な
か
っ
た
の
か
。

県
の
予
算
は
調
べ
た
か
。

行
っ
て
い
な
い
。

県
警
に
問
い
合
わ
せ
た

と
こ
ろ
、「
信
号
機
設

置
の
予
算
は
、
確
保
し
て
あ
る
。

少
し
問
題
が
あ
る
交
差
点
な
の

で
、
本
町
と
協
議
を
し
、
そ
の

問
題
を
解
消
し
な
が
ら
設
置
に

向
け
て
い
き
た
い
」
と
の
回
答

で
あ
っ
た
。
今
ま
で
の
回
答
と

違
う
で
は
な
い
か
。

予
算
の
こ
と
は
、
一
切

聞
い
て
い
な
い
。

こ
ち
ら
が
動
か
な
い
か

ら
答
え
が
も
ら
え
な

い
。
町
民
の
た
め
に
、
町
が
積

極
的
に
動
か
な
い
と
い
け
な

い
。

国
県
の
事
業
に
は
、
伺

う
立
場
に
あ
り
積
極
的

な
面
が
不
足
し
て
い
た
。
こ
れ

か
ら
は
出
来
る
と
こ
ろ
か
ら

や
っ
て
い
く
。

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

議員

議員

議員議員

議員

調査・研究を進める 約18億3700万円積極姿勢が不足
していた

スマート農業の普及推進は 新庁舎の事業費は信号機は設置できる
はず

脇坂　正孝 議員

　
59
年
経
過
し
た
役
場
庁
舎

は
、
老
朽
化
し
耐
震
性
能
が
著

し
く
不
足
し
て
い
る
。
万
一
の

大
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
防

災
、
復
興
拠
点
と
し
て
の
機
能

が
果
た
せ
な
い
。
新
庁
舎
建
設

は
急
務
な
状
況
で
あ
る
。

庁
舎
建
設
に
関
る
概
算

の
事
業
費
は
。

建
設
単
価
を
㎡
当
た
り

50
万
円
と
し
、
新
庁
舎

建
設
基
本
計
画
で
提
示
し
て
い

る
概
算
事
業
費
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

　
歴
史
文
化
交
流
館
（
仮
称
）

は
、来
年
３
月
完
成
、４
月
オ
ー

プ
ン
を
目
指
し
て
事
業
を
進
め

て
い
る
。こ

れ
ま
で
に
要
し
た
費

用
は
。

総
額
４
億
１
０
５
３
万

円
（
用
地
、基
本
設
計
、

実
施
設
計
、
工
事
監
理
、
建
物

建
設
、
展
示
設
備
整
備
）
で
あ

る
。

　
少
子
化
が
進
む
中
、
児
童
数

も
減
少
し
て
い
く
。

本
町
で
は
、
将
来
的
に

３
小
学
校
を
一
つ
に
統

合
し
て
、
中
学
校
と
併
せ
て
小

中
一
貫
校
を
目
指
す
べ
き
で
は
。

現
在
の
３
小
学
校
の
体

制
は
、
大
き
な
意
義
が

あ
る
。
理
解
頂
き
た
い
。

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

議員

議員

町長町長

町長

議員町長

太田　一彦 議員三石　  孝 議員

議員

横断中の児童達

町長

町長町長

議員 町長

町長

議員

ドローンによる薬剤散布

工事中の歴史文化交流館

町長町長町長

つぶ
　やき
つぶ
　やき　新庁舎建設に

18億3700万円は
高すぎやろー。
　東小は各学年 1 クラスし
かなかけん、クラス替え
ばされんとさー。かわ
いそうかばい。

つぶ
　やき
つぶ
　やき　高齢化が進む農

業の担い手不足の
解消にはスマート
農業の普及が肝心要。早く
手を打たないと手遅れに
なる。

つぶ
　やき
つぶ
　やき　子どもの安全を

第一に地域や学校
は既に動いている。
町はその後、何ら連絡もせず、
「出来ると思っていた」で

は、町民は納得しない。

教育長

教育長

庁舎建設概算事業費

工事費
設計監理調査費等
旧庁舎解体費
外構工事費
用地造成費
（既存施設解体費含む）
　　　  合　計

15億円
1億1200万円
8300万円
9000万円

5200万円

18億3700万円

内　　容 金　額
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及
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、
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意
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高
い
も
の
と
思
う
。

町
の
対
策
は
。

町
内
農
業
の
維
持
・
継

続
を
図
る
た
め
、
最
先

端
技
術
を
組
み
込
ん
だ
新
た
な

営
農
形
態
の
確
立
と
、
省
力
化
、

効
率
化
を
図
る
農
業
機
械
の
導

入
及
び
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
農
産
物
の
高
品
質
化
に
よ

る
所
得
の
向
上
な
ど
は
、
今
後

の
重
要
な
課
題
と
認
識
し
、
調

査
・
研
究
を
進
め
る
。

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

　
鶴
川
理
容
店
前
の
交
差
点
の

信
号
機
設
置
に
つ
い
て
、
昨
年

の
川
棚
警
察
と
の
協
議
で
は
、

本
年
の
設
置
が
計
画
さ
れ
て
い

た
が
、
９
月
に
入
っ
て
も
、
一

向
に
そ
の
動
き
が
み
ら
れ
な
い
。

　

歩
車
分
離
型
信
号
機
の

設
置
は
い
つ
か
。

「
信
号
機
の
設
置
に
は
、

交
差
点
改
良
が
前
提
で

あ
り
、
す
ぐ
に
は
設
置
が
出
来

な
い
」と
県
警
か
ら
回
答
が
あ
っ

た
。

い
つ
の
こ
と
か
。

本
年
６
月
で
あ
る
。
８

月
に
町
政
報
告
会
で
、

町
民
か
ら
質
問
が
あ
る
と
判
断

し
連
絡
を
し
た
。

そ
れ
ま
で
は
何
も
行
動

は
し
な
か
っ
た
の
か
。

県
の
予
算
は
調
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た
か
。

行
っ
て
い
な
い
。
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い
合
わ
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た
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こ
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信
号
機
設

置
の
予
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は
、
確
保
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る
。
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る
交
差
点
な
の

で
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本
町
と
協
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を
し
、
そ
の
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設
置
に
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た
い
」
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回
答
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っ
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今
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回
答
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違
う
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。
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と
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一
切

聞
い
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い
な
い
。

こ
ち
ら
が
動
か
な
い
か

ら
答
え
が
も
ら
え
な

い
。
町
民
の
た
め
に
、
町
が
積

極
的
に
動
か
な
い
と
い
け
な

い
。

国
県
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事
業
に
は
、
伺

う
立
場
に
あ
り
積
極
的

な
面
が
不
足
し
て
い
た
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こ
れ

か
ら
は
出
来
る
と
こ
ろ
か
ら

や
っ
て
い
く
。
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◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

議員

議員

議員議員

議員

調査・研究を進める 約18億3700万円積極姿勢が不足
していた

スマート農業の普及推進は 新庁舎の事業費は信号機は設置できる
はず

脇坂　正孝 議員

　
59
年
経
過
し
た
役
場
庁
舎

は
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老
朽
化
し
耐
震
性
能
が
著

し
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不
足
し
て
い
る
。
万
一
の

大
災
害
が
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生
し
た
と
き
、
防

災
、
復
興
拠
点
と
し
て
の
機
能

が
果
た
せ
な
い
。
新
庁
舎
建
設
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急
務
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状
況
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あ
る
。

庁
舎
建
設
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関
る
概
算

の
事
業
費
は
。

建
設
単
価
を
㎡
当
た
り

50
万
円
と
し
、
新
庁
舎

建
設
基
本
計
画
で
提
示
し
て
い

る
概
算
事
業
費
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

　
歴
史
文
化
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流
館
（
仮
称
）

は
、来
年
３
月
完
成
、４
月
オ
ー

プ
ン
を
目
指
し
て
事
業
を
進
め

て
い
る
。こ

れ
ま
で
に
要
し
た
費

用
は
。

総
額
４
億
１
０
５
３
万

円
（
用
地
、基
本
設
計
、

実
施
設
計
、
工
事
監
理
、
建
物

建
設
、
展
示
設
備
整
備
）
で
あ

る
。

　
少
子
化
が
進
む
中
、
児
童
数

も
減
少
し
て
い
く
。

本
町
で
は
、
将
来
的
に

３
小
学
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を
一
つ
に
統

合
し
て
、
中
学
校
と
併
せ
て
小

中
一
貫
校
を
目
指
す
べ
き
で
は
。

現
在
の
３
小
学
校
の
体

制
は
、
大
き
な
意
義
が

あ
る
。
理
解
頂
き
た
い
。
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◇
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◇
　
◇
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◇

議員

議員

町長町長

町長

議員町長

太田　一彦 議員三石　  孝 議員

議員

横断中の児童達

町長

町長町長

議員 町長

町長

議員

ドローンによる薬剤散布

工事中の歴史文化交流館

町長町長町長

つぶ
　やき
つぶ
　やき　新庁舎建設に

18億3700万円は
高すぎやろー。
　東小は各学年 1 クラスし
かなかけん、クラス替え
ばされんとさー。かわ
いそうかばい。

つぶ
　やき
つぶ
　やき　高齢化が進む農

業の担い手不足の
解消にはスマート
農業の普及が肝心要。早く
手を打たないと手遅れに
なる。

つぶ
　やき
つぶ
　やき　子どもの安全を

第一に地域や学校
は既に動いている。
町はその後、何ら連絡もせず、
「出来ると思っていた」で

は、町民は納得しない。

教育長

教育長

庁舎建設概算事業費

工事費
設計監理調査費等
旧庁舎解体費
外構工事費
用地造成費
（既存施設解体費含む）
　　　  合　計

15億円
1億1200万円
8300万円
9000万円

5200万円

18億3700万円

内　　容 金　額



15 議会だより　令和2年11月　第152号 14議会だより　令和2年11月　第152号

委員 会を
振り返 って　

議会運営委員会

総務文教委員会産業厚生委員会

議会広報調査特別委員会
　　　　当委員会は、議会運営に関する諸般の協議を目的とした委員会である。

　　　　　概ね、次の事項について協議をした。

　議会の運営に関する事項　　会期や一般質問、議案の取り扱いなど。

　会議規則、委員会に関する条例等に関する事項　　会議規則、委員会条例の制定、改正など。

　議長の諮問に関する事項　　議長の臨時会の招集請求や常任委員会内の所管の調整など。

　主に年４回の定例会に関する
協議だが、９月定例会で提出さ
れた議員発議の取り扱いも、当
委員会で協議した。
　今後の課題としては、新庁舎
建設における、議場など議会に
関する施設についての調査研究。
　また、配布資料のペーパーレ
ス化のため、タブレット導入に
向けた対応などがある。
　　　

総　務　課

税　務　課

企画財政課

教育委員会

　特に新型コロナの対策が緊急を要
し、また、今後も取り組まなければ
ならない重要案件でもある。
　今後も、所管事務調査を定期

的に行い注視していきたい。

　当委員会では調査項目において、その事業内容や施策内容を議員がより広く、より深く認

識するための情報収集の場になっている。しかし、最終的に予算化や事業見直しというとこ

ろまでの提案には至ってない。それを実現するためには、議会（委員会）として事業評価の

仕組みを作り、各委員からの意見・提案などを、次年度の予算に反映させるよう書面にて提

出できるようにする。他にも多くの意見が出された。定例会中の委員会をもっと積極的に開く。

また毎月何回か必ず委員会を開く。その際、執行部の課長が多忙である場合は、係長に出席

を要求する。重要項目を予め決め

て集中的に調査する、等々次期の

産業厚生委員会で検討し活かして

頂きたい。

　　防災無線の進捗状況、危険箇所の確認、避難場所、水防倉庫、避難所における新
　　型コロナ対策。

　　町税の賦課徴収状況、収納対策（滞納処分）。

　　空き家対策（活用）、地域おこし協力隊、ふるさとづくり応援寄附金返礼品。

　　通学路、防犯対策、コミュニティスクール、学校訪問による調査、歴史文化交流
　　館（仮称）整備工事の
　　進捗。
　　

委員長
　太田  一彦

副委員長
　城後　光

　4年間にわたって議会だよりの編集を行ってきた。現在の委員は全て 1期目の議員である。
　これまでの紙面構成に捉われず、町民の方に読みやすい内容にするため、他町の議会広報を
繰り返し参照しながら試行錯誤した。
　表紙の写真を、波佐見高校の美術工芸科にお願いし、成人式では、委員全員で式典前の成人に
インタビューを行った。また、レイアウトについては大胆に文章量を削って写真やイラストを多
用するよう心がけた。読みやすい文章にするために、長崎新聞社の講師を招き、勉強会を行った。

　このような工夫で、本当に町
民の方にとって議会が身近にな
る手助けとして、議会だよりが
有効に活用されたかは甚だ疑問
が残る。
　今後は、町民の方にきちんと
情報を受け取っていただいてい
るかどうかを定期的に確認し、
より良い紙面づくりを心掛けて
いきたい。

委員長
　尾上  和孝

委員長
　百武  辰美

概ね、次の事項について調査した。
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集
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記

　
落
ち
葉
の
散
り
敷
く
季
節
と
な
り
ま

し
た
。

　
左
の
委
員
会
メ
ン
バ
ー
で
の
編
集
作
業

も
こ
の
紙
面
で
最
後
と
な
り
ま
し
た
が
、

読
ん
で
み
た
く
な
る
「
議
会
だ
よ
り
」

に
な
って
い
ま
し
た
か
。

　
さ
て
、
議
員
も
改
選
と
な
り
、
活
動

も
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
で

す
。
心
新
た
に
、
皆
さ
ん
の
期
待
に
応

え
う
る
議
会
に
な
る
よ
う
日
々
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
皆
さ
ん
と
顔
を
合
わ

せ
る
機
会
が
減
っ
て
お
り
ま
す
が
、
一
人

で
も
多
く
の
意
見
・
要
望
を
お
聞
か
せ

い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

　
　
　（
横
山
　
聖
代
）

議
会
広
報
調
査 

特
別
委
員
会

委
　
員
　
長

副
委
員
長

委
　
　
　
員

議
　
　
　
長

北
　
村
　
清
　
美

城
　
後
　
　
　
光

福
　
田
　
勝
　
也

横
　
山
　
聖
　
代

三
　
石
　
　
　
孝

脇
　
坂
　
正
　
孝

今
　
井
　
泰
　
照

発
行
責
任
者

　

傍聴者の声 9月の定例会は、のべ45人の傍聴がありました。
いただいた意見の一部をご紹介します。

時間が限られてい
て聞けなかったの
が残念でした。
（70代～  女性）

  （傍聴に）一度は来た
ほうが良いと思う。（南
小の交差点は）車で
通っても見通
しが悪い所
です。また、
町内の事業
など良くわか
りました。
  

議員の質問で、児
童のこと、町の財政
のことなどを聞き、
町のことを思ってお
られると思いまし
た。  （70代～ 女性）

多数の傍聴のために、
別室を設けてある。コ
ロナ感染防止のために
も良いと思う。また、
細かい質問を興味深く

聞いた。行政側の不都合な部分
への指摘に、うなずける面も多々
あった。今後も町民のために、良
い行政を行ってもらうように議員
の方には、不明な点は指摘してほ
しい。 　　　　  （70代～  女性）（70代～  女性）

コロナ感染予防のため、
議場内は 8席に限定し、
入室いただきました。

南小学校付近
（林商店）から農協スタンド（農協
南支店）まで、直線で結ぶように
してほしい。　　　 （60代　男性）

㈱ニシケン工業が協
定を守っていないが
町長の発言は、県
に話してお願いする
ことしかやらないの
か。また、信号機の
設置について、町役
場の課長の引継ぎ
ができていなかった
のか。

不祥事後の役場で行
う具体策のスケジュー
ルを示して町民に説
明していただきたい。

（60代男性）

  町議会議員選
挙の投票率向上
対策について、
移動投票所は利
便性があり、是
非実施していた
だきたい。（期日前投票でも実施してほし
い。）何事も熱心な動きある行政をして
いただきたい。「子は宝」なら、しっか
り地域が守ってあげたい。  （50代  男性）（60代  男性）

有線テレビもなくて、議
会の様子もわからなかっ
たけど、初めて傍聴し良
かったです。議員さんの
質問に対しての応答に、
職員さん達は勉強されて
いると感じました。町民
のために、町が良くなる
よう頑張ってもらいたい。

（70代～  女性）


